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近年の大雨の状況について



• １．近年の大雨の状況
– 平成30年7月豪雨の概要
– 平成30年7月豪雨による被害状況
– 「平成30年7月豪雨」と「平成29年7月九州北部豪雨」等と
の比較

• ２．雨の降り方の傾向
– 日本の年降水量の変化（1898～2018年）
– 油津の年降水量の変化（1949～2018年）
– 雨の降り方の変化
– 気温が上がると大雨が降りやすくなる理由
– 将来予測（気温）
– 将来予測（降水）
– 3か月予報
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１．近年の大雨の状況
近年の大雨の状況について
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【概要】
○ 台風第7号から変わった温帯低気圧が、７月５日には本州付近に停滞していた梅雨前線と一体化した。
○ 梅雨前線は、暖かく湿った空気が継続して流れ込んだ影響で、活動が非常に活発となった。
この状態が、7月5日頃から8日頃まで続いたため、西日本から東海地方を中心に記録的な大雨となった。

7月5日 7月6日 7月7日

7月5日9時 7月6日9時 7月7日9時
■ 天気図

■ 日降水量（解析雨量）

単位：ミリ

7月8日

7月8日9時

1．近年の状況～ 「平成30年7月豪雨」の概要
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1．近年の状況～平成30年7月豪雨による被害状況

4H30.12.26 平成30年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ報告書より
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1．近年の状況～ 「平成30年7月豪雨」と「平成29年7月九州北部豪雨」等との比較
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２．雨の降り方の傾向
近年の大雨の状況について
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2．雨の降り方の傾向～日本の年降水量の変化（1898～2018年）

• 長期的な変化傾向は見られません。
• 1970年代～2000年代は、年ごとの変動が比較的大きくなっていました。
• 統計開始から1920 年代半ばまでと1950 年代に多雨期

出典：気象庁HP https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn_r.html
全国51地点を対象

棒：各年の年降水量平年差
青い線：5年移動平均
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2．雨の降り方の傾向～油津の年降水量の変化（1949～2018年）

棒：各年の年降水量平年差
青い線：5年移動平均 8

• 長期的な変化傾向は見られません。



2．雨の降り方の傾向～雨の降り方の変化（１）

• 大雨の発生頻度は増加しています。
• 無降水日数は増加しています。

日本：日降水量100mm以上の年間日数日本：日降水量100mm以上の年間日数 油津：日降水量100mm以上の年間日数油津：日降水量100mm以上の年間日数

日本：雨の無い日（日降水量1.0mm未満）の年間日数日本：雨の無い日（日降水量1.0mm未満）の年間日数

全国51地点を対象 9

（99%有意）

油津：雨の無い日（日降水量1.0mm未満）の年間日数油津：雨の無い日（日降水量1.0mm未満）の年間日数

• 大雨の発生頻度は増加しているとみられます。
• 無降水日数は増加しているとみられます。

（90%有意）

※統計期間が短いことに留意。

※統計期間が短いことに留意。



2．雨の降り方の傾向～雨の降り方の変化（２）

• 増加しています(99%有意)。
• 地球温暖化の影響の可能性があります
が、より確実に評価するためには今後
のさらなるデータの蓄積が必要です。

出典：気象庁HP
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html

1時間降水量50mm以上の年間発生回数1時間降水量50mm以上の年間発生回数

1時間降水量80mm以上の年間発生回数1時間降水量80mm以上の年間発生回数

滝のように降る雨

息苦しくなるような圧迫感が
あり、恐怖を感じるような雨
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九州・山口県の非常に激しい雨の年間発生回数の経年変化
青の棒グラフ：各年の年間発生回数（九州・山口県の現在のおおよそ
のアメダス地点数である180地点あたりに換算した値）、赤の直線：
長期変化傾向。統計期間：1976～2017年。
出典：福岡管区気象台HP https://www.jma-
net.go.jp/fukuoka/kaiyo/chikyu/repo2017/repo2017_download/repo2017_dow
nload.html

長期的には極端な大雨の強さが増大する傾向がみられている。

平成30年7月豪雨の大雨にも、地球温暖化に伴う水蒸気量の増加の寄与があったと考えられる。



2．雨の降り方の傾向～気温が上がると大雨が降りやすくなる理由（１）

• 極端な降水は、大気中の水蒸気量と直結しています。

• 気温が１℃上がると、空気が含むことのできる最大の水蒸気量（飽和水蒸気量）が約
７％増加することが知られています。

地球温暖化が
進んでも、
相対湿度は
あまり変わらない
と考えられて
います。

※図は、藤部氏（首都大学東京）提供
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筒が太くなる⇒温暖化が進行して、空気中にためられる水の量が増える

温暖化が進行

2．雨の降り方の傾向～気温が上がると大雨が降りやすくなる理由（２）

傾いたときにこぼれる水の量が増える→大雨が増加
傾くまでに時間がかかる→雨の降らない日が増加



今世紀末と20世紀末との差。特定の狭い領
域の変化傾向にとらわれることなく、宮崎
県の平均的な変化傾向を把握してください。

℃

年平均気温の変化（宮崎県）

宮崎市 延岡市

①20世紀末の年平均気温
（1980～1999年の平均）

17.1℃ 16.4℃

②年平均気温の将来変化
（今世紀末と20世紀末との

差）

3.9℃上昇 4.0℃上昇

①＋② 約21℃ 約20℃

※宮崎市は観測所移転の影響を補正しています。
これから

（将来予測）
今世紀末には気温が３．５℃以上上昇

※鹿児島県奄美市の年平均気温の平年値 21.6℃
（1981～2010年の平均） に近い値になることに
相当します。

灰色の棒グラフは20世紀末の平均気温等の平均値。赤色の棒グラフは今世紀末と20世紀末との差。細い
縦線は今世紀末の年々変動の標準偏差。

年平均気温等の変化（宮崎市、延岡市）

2．雨の降り方の傾向～将来予測（気温）
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2．雨の降り方の傾向～将来予測（降水）
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雨の降り方が激
しくなる一方で、
降らない日も増
えることから、
雨の降り方が極
端化することが
見込まれます。

洪水、浸水、土
砂災害などの自
然災害リスクの
増大と水不足の
増大が懸念され
ます。

出典：気象庁HP https://www.jma-net.go.jp/fukuoka/kaiyo/chikyu/report/leaflet/miyazaki.pdf より



２．雨の降り方の傾向～エルニーニョ現象との関係（統計的）

15

エルニーニョ現象とは、太平洋赤道域の日付変
更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年
より高くなり、その状態が１年程度続く現象で
す。

エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生す
ると、日本を含め世界中で異常な天候が起こ
ると考えられています。

今後夏にかけてエルニーニョ現象
が続く可能性が高い（80％）。
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2．雨の降り方の傾向～3か月予報から（5/24発表）

予報のポイント：
太平洋高気圧の本州付近への張り出しが弱
いため、九州南部では、7 月と8 月は前線
や湿った空気の影響を受けやすく、平年に
比べ曇りや雨の日が多いでしょう。このた
め、向こう３か月の降水量は平年並か多い
見込みです。

3か月（６～８月）

気温 降水量

低：並：高（％） 少：並：多（％）

30:30:40
ほぼ平年並

20:40:40
平年並か多い

6月：
九州南部では、平年と同様に曇りや雨の日が多い
でしょう。

気温 降水量

低：並：高（％） 少：並：多（％）

20:30:50 高い 40:30:30ほぼ平年並

7月：
九州南部では、前線や湿った空気の影響を受けや
すく、平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。

気温 降水量

低：並：高（％） 少：並：多（％）

40:30:30ほぼ平年並 20:40:40 平年並か多い

8月：
九州南部では、湿った空気の影響を受けやすく、
平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

気温 降水量

低：並：高（％） 少：並：多（％）

40:30:30ほぼ平年並 20:40:40 平年並か多い



1. 近年の大雨の状況
平成30年7月豪雨の状況、被害
「豪雨」といっても、雨の降り方は一様ではない

2. 雨の降り方の傾向
日本全体の年間降水量は、変化傾向がみられない
油津の年間降水量も変化が見られない
大雨（日降水量100mm以上）や無降水日数（日降水量1mm
未満）は、増えている
大雨増加には、地球温暖化の影響もある（含まれる水蒸気量が
増えるため）
将来、宮崎県でも温暖化が進み（極端なケースで年平均3.5℃
以上上昇）、大雨の回数が2倍以上になる可能性がある。
今年の雨の予想（3か月予報）は、以下のとおり

• 6～8月 少ない：20％、平年並：40％、多い：40％ （平年並か多
い）
＜6月の降水量のみ、 40％、30%、30%（ほぼ平年並）
7月、8月の降水量は、20％、40％、40％（平年並か多い）＞ 17

まとめ



御清聴、ありがとうございました。
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2．雨の降り方の傾向～3か月予報 予想される大気・海洋の特徴


